
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住所 〒412-0024 静岡県御殿場市東山1052 (公財)日本ＹＭＣＡ同盟国際青少年センター 東山荘  http://www.ymcajapan.org/tozanso/ 

 office YMCATOZANSO 1052 Higashiyama Gotemba Japan 412-0024 tel 0550-83-1133 fax 0550-83-1138 e-mail tozanso@ymcajapan.org 
 
第一例会      第二木曜日 PM6:30         第二例会     第四木曜日 PM7:00 
会  場     YMCA東山荘      tel  0550-83-1133       fax  0550-83-1138  
 

THE SERVICE CLUB OF THE YMCA 
AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS 

                             The Y’s Men’s Club of Gotemba   
 

  第３３２号      １月例会 
 

国際会長主題        「全ての世界に出て行こう」〈エクステンション、エクステンション、エクステンション〉 
アジア地域会長主題     「未来を始めよう、今すぐに」〈ひとつのアジア、世界はひとつ〉 
東日本区理事主題    「いざ立て」〈絶えせずめあて望み この身を捧げ尽くさん〉   

      富士山部部長主題       「誇りあるワイズメンを育てよう」   
      御殿場クラブ会長主題  「一期一会の縁を大切に」 ふれあい・語らい・思いやり 

 御殿場クラブ活動方針                1.楽しい例会と卓話の充実 
1.親睦重視の活動 
1.東山荘をはじめ奉仕活動の充実 
1.ＤＢＣ奈良クラブ・東海クラブとの交流 
1.メンバーの増強 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

在籍数      23名 メネット     8名 ｽﾏｲﾙ報告       16,000 BF活動切手      0pt 

出席者  20名 コメット    5名 ｽﾏｲﾙ累計     116,000 現  金      0pt 

ﾒｰｷｬｯﾌﾟ     3名 ゲスト 13名 YMCA基金     1,537  累  計      0pt 

出席率 87％ ビジター   0名 YMCA累計       10,688   

修正出席率        100％ 出席者合計   46名    

 会  長    髙杉 寿徳 
  副会長  金光 京子・大和田 浩二

書  記    渡邉 芳子 
会  計    前原 末子 

  監  事    井田 伸太郎 

他クラブ例会日一覧です。 

例会日程、時間、場所の変更がありますので、例会参加の場合は

長田ドライバー委員長へ連絡の上、ご出席下さい。 

熱海クラブ   １月２７日(月) 熱海後楽園ホテル 

沼津クラブ   １月２１日(火) 沼津リバーサイドホテル 

伊東クラブ   １月１３日(月) 暖香園ボウル 

三島クラブ   １月２１日(火) 沼津リバーサイドホテル 

下田クラブ   １月１５日(水) 下田東急ホテル 

熱海ｸﾞﾛｰﾘ  ー   １月２２日(水) 熱海ＹＭＣＡセンター 

富士クラブ   １月 ８日(水) ホテルグランド富士 

富士宮クラブ １月２８日(火) ｸﾘｽﾀﾙﾎｰﾙ『パテオン』 

今月の聖句 
イザヤ書53章12節 
「多くの人の過ちを担い背いた者のために

執り成しをしたのはこの人であった。」 

1月お誕生日おめでとう         
2 日  野木 朗江ﾒﾈｯﾄ      28日 高杉 満代ﾒﾈｯﾄ 
5 日  前原 末子Y’s      31日 前原 和敏ﾊﾟｰﾄﾅ  ー

15 日  勝又 香代子ﾒﾈｯﾄ 

1月ご結婚おめでとう 
自己申告して下さい。 

2014年1月度合同例会プログラム 
 

と  き    2014年1月21日（火）18：30より 
ところ    沼津リバーサイドホテル 
   
１ 開会点鐘 3クラブ会長 

２ 開会挨拶 渡邉会長（三島クラブ） 

３ ワイズソング・ワイズの信条 司会 
４ ホストクラブ会長挨拶 杉崎会長（沼津クラブ） 
５ ゲスト・ビジター紹介 杉崎会長（沼津クラブ） 
６ 富士山部長公式訪問挨拶 青木義美富士山部長 

７ 食前の言葉 長谷川副会長（沼津クラブ） 

８ 会食  

９ 卓話 静岡県東部弁護士会 弁護士 ―杉泰博先生・関亮子先生 

１０
委員会報告、スマイル・ 

出席率報告         

１１ 閉会挨拶         髙杉会長（御殿場クラブ） 
１２ 閉会点鐘 3クラブ会長

12月例会報告

 
② ヤングメンバーに対する区費補助制度制定の件（提案

者：相磯優子会員増強事業主任） 
東日本区ヤングメンバーに対する区費補助制度規則（案）
並びに東日本区ヤングメンバー区費補助制度申請書（案）
が全員賛成で可決された。 
 
③ 東日本区旅費規定の件（提案者：渡辺喜代美理事）
渡辺理事の提案で、篠田会計より東日本区旅費規定
（案）・別表1-4（国内出張旅費規定・国外出張旅費規定・
旅費申請書・移住地～東日本区事務所までの経路届）に
ついて説明。字句の訂正等詳細常任役員会に一任する旨、
全員賛成で可決。 
 
④ 東日本区のフィリピン台風30号被災地緊急支援募金

対応の件（提案者：渡辺喜代美理事） 
東日本区としてJEFより支出し、金額・募金方法につい

て常任役員会に一任。賛成11名、反対2名で可決。 
 

（理事通信第6号より抜粋）

        

「ひとり時間」 

日々忙しい中で過ごしていると、「いつの間にか一日

が終わってしまった」と後悔することも多々あります。

これは、家事や雑務に仕事にと忙殺されて余裕がなく

なっている証拠。 
やるべきことと、したいことの段取りができていない

と一日はグダグダになってしまい・・・またやってし

まったと反省の念！ 
段取りがきちんとできていれば、時間と心に余裕がで

きて・・・そして「ひとり時間」をどんなふうに使う

のかも、心のゆとりに関係してくるのではないでしょ

うか。 
人生の折り返し地点を疾うに過ぎてしまった今・・・「ひ

とり時間」は“心を整える時間”と考えて、できれば

この時間は家事や雑務をするのではなく、読書やお芝

居、サークル活動など、自分のやりたいことに使って、

じっくりと自分と向き合ってみることも大切ではない

かと・・・思うこの頃です。 
「ひとり時間」は自分を大事にする時間として「自分

のために時間を使っているんだ」と思うことで心が安

らぎ余裕が生まれてきて、余裕ができることで他人に

も優しくなれるかも・・・と思え、自分に磨きをかけ

ることもでき毎日がイキイキと送れるよう心がけ時間

を大切に使おうと思うこの頃です。 

芹澤 次子 
 

 

2013年度 東山荘感謝会 
                          

大和田 浩二

2013年12月20日(金)、今では伝統ともなっている東山荘

感謝会が、本館2階の講堂にて御殿場市議会議長、東山区

長を始め約 120 名に上る方々をお迎えして開催されまし

た。東山荘が日頃お世話になっている地元の方々や、日本

ＹＭＣＡ同盟に関係されている方々をお招きして始まっ

たものですが、2 年ほど前から御殿場の市民団体やＮＰＯ

などからもお招きして、今年も本当に賑やかに行うことが

できました。御殿場ワイズメンズクラブからも、高杉会長

にご出席いただき、大変ありがとうございました。 
長田チーフが腕によりをかけた豪華料理と、バイオリン・

ベース・キーボードのトリオ・スタイルスリーの素晴らし

い演奏をたっぷり堪能頂きましたが、スタッフの白鳥さん

によるネイチャープログラムのスライドショーと、佐久間

さんによる震災被災者ファミリーキャンプのスライド説

明が、皆さんの心を強くとらえたと思います。 
今後とも、地域と共に歩む東山荘でありたいと願っていま

す。 
 
 
 

理事通信 
第2回東日本区役員会 
11 月16 日（土）、日本YMCA 同盟会館で第2 回東日本区

役員会が開催されました。出席者 31 名、議決権者 16 名中

14名出席にて、下記の議案が審議されました。 
 
① 2012-13 年度会計決算報告及び会計監査報告を承認す

る件（提案者：駒田直前理事） 
収入の部 18,376,221 円、支出の部 16,421,889 円、次期繰

越金4,391,378円。 
勘定科目・会計システム等について活発に意見が出され、

代議員会までに駒田直前理事が整理する旨、全員賛成で可

決。 



 12月度クリスマス例会 
12月14日（土）大和田所長の提案によるワイズメン

ズクラブ独自のクリスマス例会が開催されました。会場

の斉藤記念館1 階ロビーでは集合時間 13：30 前にバザ

ーの品々が並び、歌声広場に参加される方々も混え活気

に満ちていました。 
14：00、第1会議室に於いて例会開始。司会は杉山將

己Y’ｓ、髙杉会長の点鐘。ワイズソング、ワイズの信条。

続いて大和田浩二Y’ｓによる聖句について、クリスマス

には必ず読まれるというルカによる福音書 2 章 6－7 節

「彼らがベツレヘムにいるうちに、マリアは月に満ちて、

初めての子を産み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。

宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである。」キリ

ストの誕生は驚くべき場であり暗いものであった・・・

と。クリスマスは今でこそきらびやかな日となっている

が本当の意味をかみしめながら過ごしたいと厳そかに心

情を述べられた。 
 会長より本日のクリスマス会を開く経緯が話され野木、

木村、髙杉メネットの出席を紹介。三名の誕生祝と一名

の結婚記念日の記念品贈呈。閉会点鐘。 
 3：00 からの歌声広場が始まるまでの間バザー用品購

入タイム。木村、髙杉メネットが値札つけ、、販売に携わ

って下さいました。魅力的な品々で完売！ご協力有難う

ございました。 
待ちに待った歌声広場＆ワイズクリスマス。10名程の

お客様と共に。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
ギター・リコーダー・トランペット・トーク：小山哲

夫さん（熊本から） 
 ピアノ演奏：西原睦子さん（東京から） 
アシスタント：小山さん（東京から） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
オープニングは“幸せなら手をたたこう”自分で歌っ

て自分に拍手。なごやかに始まる。“冬の星座”“銀色の

道”など作詞作曲者のエピソードもユーモアたっぷりに

話して下さる。誰もが知っているなつかしい歌 10 曲、

トークを楽しみながら歌う。前半終了 休憩。 
♪♪第二部はいずみたく“ふれあい”で始まる。ムー

ンリバーを小山さんのリコーダーの音色を添えて英語で

歌う。ちまたでは忘年会シーズン“お座敷小唄”を手拍

子で熱唱。いよいよクリスマスソング“ホワイトクリス

マス”をトランペット演奏入りで英語で♪ 
 “きよしこの夜”フランシスコザビエルが日本に来た

時、神の愛をどの様に伝えたか？愛ではなく人を大切に

すると置きかえたという納得できる小山さんのお話。そ

してクリスマスは自分を大切に思ってくれる人がいるこ

とを感謝する日と・・・。クリスマス例会の本当の意味

をかみしめることと重なり大変勉強になりました。秋元

康がニューヨーク、ハドソン川で作った名曲“川の流れ

のように”この歌はキリスト教の神は災を生き抜く力を

与えてくれる！と共通しているとコメント。フィナーレ

は“今日の日はさようなら”お互いを大切に支えあって

歌う場・歌声広場・に乾杯！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会場を二階に移し食事。Y’ｓの家族も加わり満席に。

一段と賑やかに。長田チーフの心尽しのご馳走に皆お腹

いっぱいになったところで自己紹介。そして小山さんが

ポケットサックス演奏で雰囲気を盛り上げて下さりお開

きとなる。数年振りのワイズクリスマス会は大成功で終

りました。 
筆者 杉山 真代 

 

 

 
熱海ワイズメンズクラブ創立 

５０周年記念例会に出席して 

 広報 田代 泉 
２０１３年１１月２４日（日）朝１０時杉山将己 Y’s

宅に本日の出席者高杉会長・木村次期富士山部長・井田

次期書記・杉山将己副書記・田代広報の５名が集合。熱

海後楽園ホテルに向け出発、快晴のドライブ日和で運転

手は杉山さん。１２時に熱海ＹＭＣＡセンター横のレス

トランに到着。軽い昼食を済ませ１時前には受付を完了

し、座席確認の為会場に入ってみると、２３０名の登録

者があるだけ有って広い事に目を奪われた。 
１時３０分池田会長による点鐘、鈴木道夫 Y’s による

聖句朗読、昔のように国歌斉唱、池田会長挨拶、来賓熱

海斎藤市長、渡辺衆議院議員、橋本県会議員、竹内熱海

ＹＭＣA理事長、岡野アジア地域会長、渡辺東日本区理

事の挨拶が終わり、メモリアルアワーの内に知人が二人

居り、一人は熱海ＹＭＣA会計の西川さん。東山荘の青

少年育成資金関係でお世話になったので、お通夜には弔

問させて頂いた。もう一人は静岡の永田玄道さん。御殿

場クラブ最悪の時期に、若林久美子さん・長田尚弥さん

の紹介者でもあり、例会にも沼津の長谷川さんと二人で

静岡からよく７人の例会を盛り上げて頂いたのを想い出

す。死去を知ったのが遅かったので、只黙祷をするのみ。

閉会のセレモニーが終わり第２部へ。 
第２部は「ありがとう」作文コンクール。アイデアも

素晴らしいが小中学生のメッセージを１０００通も集め

るとは余程学校関係との交流がうまくいっていないと出

来ないと思う。流石熱海クラブと感心した。感謝を考え

させるのは最高の教育だと思う。感謝の気持ちを持った

ら悪い事は出来ない。当日出席者は森村誠一先生が選抜

した２６作品を収録した小冊子を御土産に戴いた。そし

て記念写真を撮ったが、２３０名の集合写真は大変だっ

たと思う。写真班がいくら指示しても、群衆は動かない

御苦労様でした。 
第３部懇親会は会場に入場するときに待機していた熱

海囃子笛伶会の太鼓演奏に吸い込まれるように入場し着

席。今日の運転手はお酒の大嫌いな杉山さんなので多少

遠慮しなければと思った。乾杯は富士山部長青木義美Y’s
立派な体格が乾杯に良く映える。熱海の会員はそれぞれ

担当があった模様で、担当の無い人は接待という事でお

勧め上手に置いてあった徳利も簡単に終わり、代りを持

ってこようとしたところ、酒の瓶のラベルに熱海ワイズ

５０周年記念と書いて有った。記念例会用のお酒まで用

意したのかと感心。銘柄は富士錦との事、口当たりの良

さにほだされ晩酌並みの２本を終えた。その頃になると

笛伶会の演奏はも中休み壱太郎＆Kana のショウに代わ

っていた。        
 
 
 
 
 
 
         
 
その後、熱海クラブ第２０代森会長が下記の通り熱海

クラブの歴史を含め挨拶されました。 
皆様本日は、熱海ワイズメンズクラブ創立５０周年記

念祝賀会に各地から多数のワイズメンのご参加を頂きま

して、誠に有難う御座います。私が最年長とゆうことで

メンバーを代表してご挨拶申し上げます。 
先ほど「５０年の歩み」を映像でご覧いただきました

が、半世紀に及ぶ長い年月数多くの事業を繰り返し活発

に行い、今日を迎えられたことは、１９６３年クラブ創

立時のチャターメンバー、竹内理事長、藤間孝夫 Y’s、
太田君男 Y’s の３人の方々とグローリークラブで元気に

活躍されている藤井さん、鈴木健之さん、江馬さん、池

島さん、鈴木則雄さん、井掘さんたちがクラブの礎です。

深く感謝する次第であります。 
我々熱海クラブメンバーと共に創立１０周年から２０

周年に、沼津、伊東、三島を始め子クラブを誕生させ、

富士山部３６０名の発足となりました。熱海クラブは、

当時会員数８７名で、２０周年を期に新クラブを誕生さ

せるべく、５０歳以上のメンバー３３名がグローリーク  
ラブを作り、熱海クラブ５４名で新しい体制のもとでス

タートしました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
それから、３０周年４０周年と各種の事業を進めて年

度ごとの会長、書記が夢中で頑張り・個々のメンバーが、

それぞれの特技や特徴を生かして素晴らしい活躍をして

まいりました。しかし残念なことに近年この３年の間に

長年共に活躍してきた数名のメンバーが病にかかり、天

に召され悲しい別れを余儀なくされました。只ただご冥

福を祈るばかりです。彼らも今日のこの日を楽しみにし

ていたと思います。誠に残念なことであります。 
現在４４名の会員で平均年齢５８歳ですが、クラブ在

籍３５年以上のメンバー７名、在籍１５年から２０年以

上の中心的メンバー２５名、そしてクラブのホープとも

ゆえる、４０歳代の若いメンバー１２名がアクティブに

活躍しております。 
これからの熱海クラブの将来を彼らに託して、６０周

年に向けて熱海クラブは益々活発に元気いっぱいで活動

を続けて参ります。 
巨人軍の長島さんの言葉を借りれば、正に、熱海クラ

ブは永久に不滅です。 
これからも変わらぬご支援とご鞭撻をお願い申し上げ、

御礼の挨拶と致します。 
閉会挨拶の後、笛伶会の演奏と熱海クラブの皆様に見

送られて退場、愉しくも、勉強になった一日でした。 
以上   

 



 12月度クリスマス例会 
12月14日（土）大和田所長の提案によるワイズメン

ズクラブ独自のクリスマス例会が開催されました。会場

の斉藤記念館1 階ロビーでは集合時間 13：30 前にバザ

ーの品々が並び、歌声広場に参加される方々も混え活気

に満ちていました。 
14：00、第1会議室に於いて例会開始。司会は杉山將

己Y’ｓ、髙杉会長の点鐘。ワイズソング、ワイズの信条。

続いて大和田浩二Y’ｓによる聖句について、クリスマス

には必ず読まれるというルカによる福音書 2 章 6－7 節

「彼らがベツレヘムにいるうちに、マリアは月に満ちて、

初めての子を産み、布にくるんで飼い葉桶に寝かせた。

宿屋には彼らの泊まる場所がなかったからである。」キリ

ストの誕生は驚くべき場であり暗いものであった・・・

と。クリスマスは今でこそきらびやかな日となっている

が本当の意味をかみしめながら過ごしたいと厳そかに心

情を述べられた。 
 会長より本日のクリスマス会を開く経緯が話され野木、

木村、髙杉メネットの出席を紹介。三名の誕生祝と一名

の結婚記念日の記念品贈呈。閉会点鐘。 
 3：00 からの歌声広場が始まるまでの間バザー用品購

入タイム。木村、髙杉メネットが値札つけ、、販売に携わ

って下さいました。魅力的な品々で完売！ご協力有難う

ございました。 
待ちに待った歌声広場＆ワイズクリスマス。10名程の

お客様と共に。 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
ギター・リコーダー・トランペット・トーク：小山哲

夫さん（熊本から） 
 ピアノ演奏：西原睦子さん（東京から） 
アシスタント：小山さん（東京から） 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
オープニングは“幸せなら手をたたこう”自分で歌っ

て自分に拍手。なごやかに始まる。“冬の星座”“銀色の

道”など作詞作曲者のエピソードもユーモアたっぷりに

話して下さる。誰もが知っているなつかしい歌 10 曲、

トークを楽しみながら歌う。前半終了 休憩。 
♪♪第二部はいずみたく“ふれあい”で始まる。ムー

ンリバーを小山さんのリコーダーの音色を添えて英語で

歌う。ちまたでは忘年会シーズン“お座敷小唄”を手拍

子で熱唱。いよいよクリスマスソング“ホワイトクリス

マス”をトランペット演奏入りで英語で♪ 
 “きよしこの夜”フランシスコザビエルが日本に来た

時、神の愛をどの様に伝えたか？愛ではなく人を大切に

すると置きかえたという納得できる小山さんのお話。そ

してクリスマスは自分を大切に思ってくれる人がいるこ

とを感謝する日と・・・。クリスマス例会の本当の意味

をかみしめることと重なり大変勉強になりました。秋元

康がニューヨーク、ハドソン川で作った名曲“川の流れ

のように”この歌はキリスト教の神は災を生き抜く力を

与えてくれる！と共通しているとコメント。フィナーレ

は“今日の日はさようなら”お互いを大切に支えあって

歌う場・歌声広場・に乾杯！！ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
会場を二階に移し食事。Y’ｓの家族も加わり満席に。

一段と賑やかに。長田チーフの心尽しのご馳走に皆お腹

いっぱいになったところで自己紹介。そして小山さんが

ポケットサックス演奏で雰囲気を盛り上げて下さりお開

きとなる。数年振りのワイズクリスマス会は大成功で終

りました。 
筆者 杉山 真代 

 

 

 
熱海ワイズメンズクラブ創立 

５０周年記念例会に出席して 

 広報 田代 泉 
２０１３年１１月２４日（日）朝１０時杉山将己 Y’s

宅に本日の出席者高杉会長・木村次期富士山部長・井田

次期書記・杉山将己副書記・田代広報の５名が集合。熱

海後楽園ホテルに向け出発、快晴のドライブ日和で運転

手は杉山さん。１２時に熱海ＹＭＣＡセンター横のレス

トランに到着。軽い昼食を済ませ１時前には受付を完了

し、座席確認の為会場に入ってみると、２３０名の登録

者があるだけ有って広い事に目を奪われた。 
１時３０分池田会長による点鐘、鈴木道夫 Y’s による

聖句朗読、昔のように国歌斉唱、池田会長挨拶、来賓熱

海斎藤市長、渡辺衆議院議員、橋本県会議員、竹内熱海

ＹＭＣA理事長、岡野アジア地域会長、渡辺東日本区理

事の挨拶が終わり、メモリアルアワーの内に知人が二人

居り、一人は熱海ＹＭＣA会計の西川さん。東山荘の青

少年育成資金関係でお世話になったので、お通夜には弔

問させて頂いた。もう一人は静岡の永田玄道さん。御殿

場クラブ最悪の時期に、若林久美子さん・長田尚弥さん

の紹介者でもあり、例会にも沼津の長谷川さんと二人で

静岡からよく７人の例会を盛り上げて頂いたのを想い出

す。死去を知ったのが遅かったので、只黙祷をするのみ。

閉会のセレモニーが終わり第２部へ。 
第２部は「ありがとう」作文コンクール。アイデアも

素晴らしいが小中学生のメッセージを１０００通も集め

るとは余程学校関係との交流がうまくいっていないと出

来ないと思う。流石熱海クラブと感心した。感謝を考え

させるのは最高の教育だと思う。感謝の気持ちを持った

ら悪い事は出来ない。当日出席者は森村誠一先生が選抜

した２６作品を収録した小冊子を御土産に戴いた。そし

て記念写真を撮ったが、２３０名の集合写真は大変だっ

たと思う。写真班がいくら指示しても、群衆は動かない

御苦労様でした。 
第３部懇親会は会場に入場するときに待機していた熱

海囃子笛伶会の太鼓演奏に吸い込まれるように入場し着

席。今日の運転手はお酒の大嫌いな杉山さんなので多少

遠慮しなければと思った。乾杯は富士山部長青木義美Y’s
立派な体格が乾杯に良く映える。熱海の会員はそれぞれ

担当があった模様で、担当の無い人は接待という事でお

勧め上手に置いてあった徳利も簡単に終わり、代りを持

ってこようとしたところ、酒の瓶のラベルに熱海ワイズ

５０周年記念と書いて有った。記念例会用のお酒まで用

意したのかと感心。銘柄は富士錦との事、口当たりの良

さにほだされ晩酌並みの２本を終えた。その頃になると

笛伶会の演奏はも中休み壱太郎＆Kana のショウに代わ

っていた。        
 
 
 
 
 
 
         
 
その後、熱海クラブ第２０代森会長が下記の通り熱海

クラブの歴史を含め挨拶されました。 
皆様本日は、熱海ワイズメンズクラブ創立５０周年記

念祝賀会に各地から多数のワイズメンのご参加を頂きま

して、誠に有難う御座います。私が最年長とゆうことで

メンバーを代表してご挨拶申し上げます。 
先ほど「５０年の歩み」を映像でご覧いただきました

が、半世紀に及ぶ長い年月数多くの事業を繰り返し活発

に行い、今日を迎えられたことは、１９６３年クラブ創

立時のチャターメンバー、竹内理事長、藤間孝夫 Y’s、
太田君男 Y’s の３人の方々とグローリークラブで元気に

活躍されている藤井さん、鈴木健之さん、江馬さん、池

島さん、鈴木則雄さん、井掘さんたちがクラブの礎です。

深く感謝する次第であります。 
我々熱海クラブメンバーと共に創立１０周年から２０

周年に、沼津、伊東、三島を始め子クラブを誕生させ、

富士山部３６０名の発足となりました。熱海クラブは、

当時会員数８７名で、２０周年を期に新クラブを誕生さ

せるべく、５０歳以上のメンバー３３名がグローリーク  
ラブを作り、熱海クラブ５４名で新しい体制のもとでス

タートしました。 
 
 
 
 
 

 
 
 
それから、３０周年４０周年と各種の事業を進めて年

度ごとの会長、書記が夢中で頑張り・個々のメンバーが、

それぞれの特技や特徴を生かして素晴らしい活躍をして

まいりました。しかし残念なことに近年この３年の間に

長年共に活躍してきた数名のメンバーが病にかかり、天

に召され悲しい別れを余儀なくされました。只ただご冥

福を祈るばかりです。彼らも今日のこの日を楽しみにし

ていたと思います。誠に残念なことであります。 
現在４４名の会員で平均年齢５８歳ですが、クラブ在

籍３５年以上のメンバー７名、在籍１５年から２０年以

上の中心的メンバー２５名、そしてクラブのホープとも

ゆえる、４０歳代の若いメンバー１２名がアクティブに

活躍しております。 
これからの熱海クラブの将来を彼らに託して、６０周

年に向けて熱海クラブは益々活発に元気いっぱいで活動

を続けて参ります。 
巨人軍の長島さんの言葉を借りれば、正に、熱海クラ

ブは永久に不滅です。 
これからも変わらぬご支援とご鞭撻をお願い申し上げ、

御礼の挨拶と致します。 
閉会挨拶の後、笛伶会の演奏と熱海クラブの皆様に見

送られて退場、愉しくも、勉強になった一日でした。 
以上   

 



 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住所 〒412-0024 静岡県御殿場市東山1052 (公財)日本ＹＭＣＡ同盟国際青少年センター 東山荘  http://www.ymcajapan.org/tozanso/ 

 office YMCATOZANSO 1052 Higashiyama Gotemba Japan 412-0024 tel 0550-83-1133 fax 0550-83-1138 e-mail tozanso@ymcajapan.org 
 
第一例会      第二木曜日 PM6:30         第二例会     第四木曜日 PM7:00 
会  場     YMCA東山荘      tel  0550-83-1133       fax  0550-83-1138  
 

THE SERVICE CLUB OF THE YMCA 
AFFILIATED WITH THE INTERNATIONAL ASSOCIATION OF Y’S MEN’S CLUBS 

                             The Y’s Men’s Club of Gotemba   
 

  第３３２号      １月例会 
 

国際会長主題        「全ての世界に出て行こう」〈エクステンション、エクステンション、エクステンション〉 
アジア地域会長主題     「未来を始めよう、今すぐに」〈ひとつのアジア、世界はひとつ〉 
東日本区理事主題    「いざ立て」〈絶えせずめあて望み この身を捧げ尽くさん〉   

      富士山部部長主題       「誇りあるワイズメンを育てよう」   
      御殿場クラブ会長主題  「一期一会の縁を大切に」 ふれあい・語らい・思いやり 

 御殿場クラブ活動方針                1.楽しい例会と卓話の充実 
1.親睦重視の活動 
1.東山荘をはじめ奉仕活動の充実 
1.ＤＢＣ奈良クラブ・東海クラブとの交流 
1.メンバーの増強 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

在籍数      23名 メネット     8名 ｽﾏｲﾙ報告       16,000 BF活動切手      0pt 

出席者  20名 コメット    5名 ｽﾏｲﾙ累計     116,000 現  金      0pt 

ﾒｰｷｬｯﾌﾟ     3名 ゲスト 13名 YMCA基金     1,537  累  計      0pt 

出席率 87％ ビジター   0名 YMCA累計       10,688   

修正出席率        100％ 出席者合計   46名    

 会  長    髙杉 寿徳 
  副会長  金光 京子・大和田 浩二

書  記    渡邉 芳子 
会  計    前原 末子 

  監  事    井田 伸太郎 

他クラブ例会日一覧です。 

例会日程、時間、場所の変更がありますので、例会参加の場合は

長田ドライバー委員長へ連絡の上、ご出席下さい。 

熱海クラブ   １月２７日(月) 熱海後楽園ホテル 

沼津クラブ   １月２１日(火) 沼津リバーサイドホテル 

伊東クラブ   １月１３日(月) 暖香園ボウル 

三島クラブ   １月２１日(火) 沼津リバーサイドホテル 

下田クラブ   １月１５日(水) 下田東急ホテル 

熱海ｸﾞﾛｰﾘ  ー   １月２２日(水) 熱海ＹＭＣＡセンター 

富士クラブ   １月 ８日(水) ホテルグランド富士 

富士宮クラブ １月２８日(火) ｸﾘｽﾀﾙﾎｰﾙ『パテオン』 

今月の聖句 
イザヤ書53章12節 
「多くの人の過ちを担い背いた者のために

執り成しをしたのはこの人であった。」 

1月お誕生日おめでとう         
2 日  野木 朗江ﾒﾈｯﾄ      28日 高杉 満代ﾒﾈｯﾄ 
5 日  前原 末子Y’s      31日 前原 和敏ﾊﾟｰﾄﾅ  ー

15 日  勝又 香代子ﾒﾈｯﾄ 

1月ご結婚おめでとう 
自己申告して下さい。 

2014年1月度合同例会プログラム 
 

と  き    2014年1月21日（火）18：30より 
ところ    沼津リバーサイドホテル 
   
１ 開会点鐘 3クラブ会長 

２ 開会挨拶 渡邉会長（三島クラブ） 

３ ワイズソング・ワイズの信条 司会 
４ ホストクラブ会長挨拶 杉崎会長（沼津クラブ） 
５ ゲスト・ビジター紹介 杉崎会長（沼津クラブ） 
６ 富士山部長公式訪問挨拶 青木義美富士山部長 

７ 食前の言葉 長谷川副会長（沼津クラブ） 

８ 会食  

９ 卓話 静岡県東部弁護士会 弁護士 ―杉泰博先生・関亮子先生 

１０
委員会報告、スマイル・ 

出席率報告         

１１ 閉会挨拶         髙杉会長（御殿場クラブ） 
１２ 閉会点鐘 3クラブ会長

12月例会報告

 
② ヤングメンバーに対する区費補助制度制定の件（提案

者：相磯優子会員増強事業主任） 
東日本区ヤングメンバーに対する区費補助制度規則（案）
並びに東日本区ヤングメンバー区費補助制度申請書（案）
が全員賛成で可決された。 
 
③ 東日本区旅費規定の件（提案者：渡辺喜代美理事）
渡辺理事の提案で、篠田会計より東日本区旅費規定
（案）・別表1-4（国内出張旅費規定・国外出張旅費規定・
旅費申請書・移住地～東日本区事務所までの経路届）に
ついて説明。字句の訂正等詳細常任役員会に一任する旨、
全員賛成で可決。 
 
④ 東日本区のフィリピン台風30号被災地緊急支援募金

対応の件（提案者：渡辺喜代美理事） 
東日本区としてJEFより支出し、金額・募金方法につい

て常任役員会に一任。賛成11名、反対2名で可決。 
 

（理事通信第6号より抜粋）

        

「ひとり時間」 

日々忙しい中で過ごしていると、「いつの間にか一日

が終わってしまった」と後悔することも多々あります。

これは、家事や雑務に仕事にと忙殺されて余裕がなく

なっている証拠。 
やるべきことと、したいことの段取りができていない

と一日はグダグダになってしまい・・・またやってし

まったと反省の念！ 
段取りがきちんとできていれば、時間と心に余裕がで

きて・・・そして「ひとり時間」をどんなふうに使う

のかも、心のゆとりに関係してくるのではないでしょ

うか。 
人生の折り返し地点を疾うに過ぎてしまった今・・・「ひ

とり時間」は“心を整える時間”と考えて、できれば

この時間は家事や雑務をするのではなく、読書やお芝

居、サークル活動など、自分のやりたいことに使って、

じっくりと自分と向き合ってみることも大切ではない

かと・・・思うこの頃です。 
「ひとり時間」は自分を大事にする時間として「自分

のために時間を使っているんだ」と思うことで心が安

らぎ余裕が生まれてきて、余裕ができることで他人に

も優しくなれるかも・・・と思え、自分に磨きをかけ

ることもでき毎日がイキイキと送れるよう心がけ時間

を大切に使おうと思うこの頃です。 

芹澤 次子 
 

 

2013年度 東山荘感謝会 
                          

大和田 浩二

2013年12月20日(金)、今では伝統ともなっている東山荘

感謝会が、本館2階の講堂にて御殿場市議会議長、東山区

長を始め約 120 名に上る方々をお迎えして開催されまし

た。東山荘が日頃お世話になっている地元の方々や、日本

ＹＭＣＡ同盟に関係されている方々をお招きして始まっ

たものですが、2 年ほど前から御殿場の市民団体やＮＰＯ

などからもお招きして、今年も本当に賑やかに行うことが

できました。御殿場ワイズメンズクラブからも、高杉会長

にご出席いただき、大変ありがとうございました。 
長田チーフが腕によりをかけた豪華料理と、バイオリン・

ベース・キーボードのトリオ・スタイルスリーの素晴らし

い演奏をたっぷり堪能頂きましたが、スタッフの白鳥さん

によるネイチャープログラムのスライドショーと、佐久間

さんによる震災被災者ファミリーキャンプのスライド説

明が、皆さんの心を強くとらえたと思います。 
今後とも、地域と共に歩む東山荘でありたいと願っていま

す。 
 
 
 

理事通信 
第2回東日本区役員会 
11 月16 日（土）、日本YMCA 同盟会館で第2 回東日本区

役員会が開催されました。出席者 31 名、議決権者 16 名中

14名出席にて、下記の議案が審議されました。 
 
① 2012-13 年度会計決算報告及び会計監査報告を承認す

る件（提案者：駒田直前理事） 
収入の部 18,376,221 円、支出の部 16,421,889 円、次期繰

越金4,391,378円。 
勘定科目・会計システム等について活発に意見が出され、

代議員会までに駒田直前理事が整理する旨、全員賛成で可

決。 


